
令和２年度 学校評価 総括評価表

徳島県立徳島聴覚支援学校

徳島聴覚支援学校の経営方針

(1) 徳島県教育の基本方針
とくしまの未来を切り拓く，夢あふれる「人財」の育成
「徳島ならでは」の教育により，大きな夢や高い目標をもって，困難にぶつかっても挑戦し続け，未来を切り拓いていく，本県の宝である「人財」の育成を目指します。

(2) 徳島聴覚支援学校の使命
徳島聴覚支援学校は徳島視覚支援学校と同じ校舎内に独立して併置する全国でも類のない学校として，両校が「つながる」を合い言葉に連携・協働し「幼児・児童生徒の夢と希

望につながる保育・教育」を行うとともに，県内唯一の聴覚障がい教育，視覚障がい教育を担う学校としての役割を果たし，「共生社会の形成につながる特別支援教育」を推進しま
す。

(3)私たちが目指す学校
私たちは，聴覚障がいについて正しく理解し，子ども一人一人の個性を大切にして，日本語習得を基盤に据えた人間形成のための教育を進めます。

(4)本年度の具体的な目標

① 人権意識に基づく幼児・児童生徒指導の徹底を図ります。

② 幼稚部から高等部の縦のつながりを大切にした活動をとおして，他者とよりよくかかわる力を育てます。

③ 日本語で思考できる力を高めるために，教職員の指導力を向上させます。

④ 関係機関と連携をとりながら，聴覚障がいに対する専門的な支援を行い，聴覚障がいや本校の理解啓発に努めます。

⑤ 発達の段階に応じた勤労観を身に付けるため，日常生活や職業体験，進路指導等を充実させます。

⑥ 保育や授業等，寄宿舎生活をとおして得られた幼児・児童生徒の成長を保護者と共有し，連携を深めます。

⑦ 併置する徳島視覚支援学校や地域と連携し，防災避難施設としての役割を充実させます。

⑧ 会議や業務の効率化・精選により，授業準備の時間の確保と，教職員の時間外勤務の短縮に努めます。

⑨ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた保育・授業改善を行います。



［令和２年度総括評価表 様式］ （学校名：徳島聴覚支援学校）

【幼稚部】

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

活動計画 活動計画の実施状況 総 合 評 価 先生一人一人の質を向上し ・絵日記の記録からの評
主体的・対話的で 絵日記での対話を通して，幼児 ①絵日記の時間に，幼児が自ら話したくな 評価指標の達成度 ていくためにはビデオ分析は 価方法は，教員の指導力
深い学びの実現に が主体的に話したり，新しいこ るための支援のあり方（言葉かけ，発問， ①年間１０回以上，研修を行うことができ （評定） 非常に有用な方法だと思う。 向上には有効であった
向けた保育・授業 とばを覚えようとしたりする意 教具，保護者への助言等）を検討する。 た。年度初めの休校期間中に６回，絵日記 部外者（例えば宇高先生の が，幼児の言動の変化を
改善を行います。 欲を育てる。 指導のねらい，指導上の留意点，ロールプ B ところに言語聴覚士がはいる 見るには不十分な面があ

【⑨】 ②絵日記活動時の記録をとる。 レイ等の研修を行った。５月からは，月１ など）が入ると視点が違う。 った。評価の方法を再考
回研修を行い，支援のあり方を検討した。 それは非常に興味深いし面白 したい。

い。 ・ビデオ分析は有益であ
幼稚部がやっていることに ったので，ロールプレイ

②記録から，「自ら話す」「考えて答える」 （所見） 小学部の教員が入るなどする とともに継続して行える
「新しい言葉を提示する」の３項目につい ①定期的に研修を行 と次につながっていくのでは ように計画をたてたい。
て，幼児は２項目のうち１項目以上，教員 うことにより，指導 ないかと思った。ぜひ進めて
は１項目について，１以上評価ポイントが 方法を振り返り，教 ほしい。

評価指標 あがった。 員自ら改善を試みる
①ロールプレイを中心に絵日記指導に関す ことができた。
る研修を年間１０回以上行う。 ②記録を取ること

で，指導中に意識し
②記録より，「自ら話す」「考えて答える」 て言葉かけを行うこ
「新しいことばを提示する」の３項目につ とができた。ポイン
いて，１以上評価ポイントがあがる。 トでの評価は難しい

面があるので再考し
たい。

【小学部】

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

活動計画 活動計画の実施状況 総 合 評 価 １ 書記言語の力を上げる。 発表や話し合い活動の
主体的・対話的で 自分の思いや考えを相手にわか ①児童のきこえの状態に応じた情報保障の 評価指標の達成度 ･･･自分の思いを書くことが 場面で，「話す」「聞く」
深い学びの実現に りやすく表現し，進んで学ぼう 方法を工夫し，児童が考えて発表したり， ①児童の実態に応じて話し方のポイントを （評定） できる。 の基本的な態度である
向けた保育・授業 とする児童を育てる。 話し合ったりする活動を増やした授業を 示したり，児童が考えて発表したり，話 ２ 音声言語 ･･･ 自分の思 「話は最後まで黙って聞
改善を行います。 実践研究する。 し合ったりする活動を増やしたりして授 Ａ いをどれだけ表現できるか。 く」「質問があるときは

【⑨】 ②学年や個人に応じた話し方のポイントを 業改善を図った。100 ％の教員が，発表 ３ 自分の障害について，自 区切りを見極めて質問す
教室に掲示し，児童の意識を促す。 や対話の場面を設けて活性化を図り，主 分の立場を外に向かって発言 る」等に課題が見られた。

③学習発表会を行い，他の学級の友達や教 体的・対話的に学ぶ授業改善ができた。 できる。 相手（他者）を意識する
員，保護者の前で発表する機会を設ける。 これらが大事だと思う。 対話の基本を教員間で再

②自分の思いや考えを言葉や手話，身ぶり （所見） 確認して徹底していかな
で表現しようとする意欲が高まり，話し 評価指標の目標は ければならない。
合い活動では，進んで自分の意見を発表 達成することができ また，本校は少人数学
しようとする児童が増えた。100 ％の児 た。学習発表会を実 級が多いため，話し合い

評価指標 童が自分の考えを進んで発表する回数を 施したことで，児童 活動が少なくなってしま
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①「発表や対話の場面を設けて活性化を図 増やすことができた。 が自分の発表したこ う。今年度は密を避ける
り，主体的・対話的に学ぶ授業改善がで とに対する他者評価 ため，特に集団活動が制
きた」と回答する教員の割合を 80 ％以上 ③ 11 月に保護者参観日を兼ねて学習発表会 を受ける機会とな 限された。今後， ICT を
にする。 を実施した。発表内容は，自分たちで発 り，他の学年の友達 活用する等の工夫をして

② 80 ％以上の児童が，自分の考えを進んで 表したい内容を考えて決めたり，日頃の や教員，保護者に褒 集団活動の場面を保障
発表する回数を増やすことができる。 学習をまとめたりして，友達や教員，保 められたことで自信 し，積極的な話し合い活

③学習発表会で，80 ％以上の児童が聞き手 護者にわかりやすいように工夫して発表 をつけることができ 動ができる環境をつくっ
を意識して話し方や内容を考え，発表で した。聞き手を意識して話し方や内容を た。 ていく必要がある。
きる。 考え，発表できた児童の割合は 89 ％であ

った。

【中学部】

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

活動計画 活動計画の実施状況 総 合 評 価 就職する際に採用担当者が 今年度は担任や教科担
主体的・対話的で 個々の学習課題を適切に捉え， ①朝学習の時間を設定し，生徒が主体的に 評価指標の達成度 求めるのは，知識よりも意識 任が準備した課題に取り
深い学びの実現に 主体的に学習に取り組めるよう 学習や課題に取り組める環境作りを行う。①８：３０までに登校できている生徒につ （評定） の高い人である。自分が何を 組んだ。自己採点後に自
向けた保育・授業 な環境を整える。 ②生徒一人一人の特性に配慮した支援の在 いては ,８：３０から１０分間，それぞれ しようとしているのか，どの 己評価をして，自分の学
改善を行います。 り方について検討し，学部全体で支援す の課題に取り組むことができた。学級担 ようにしていくことがよいこ 力や達成度を把握できる

【⑨】 る。 任や教科担任が，個に応じた課題を準備 A となのかを自分で考えてやっ ような支援や，次の課題
し，朝学習に取り組める環境を作ること ていける人，、まわりとうま や学習内容や方法を自ら
ができた。 くやっていける人が求められ 見つけられるような工夫

②学部研修の２回に１度，ケース会の時間 る。 をし，自ら意識的に学習
を設け共通理解を図り，学部全体で生徒 （所見） できるような体制を整え
の特性に配慮した支援体制を作ることが 「朝学習の時間」 ていきたい。
できた。 は定着してきたと思

われるが，更に定着
評価指標 できるようにするた
①８：３０から朝の学活の間の１０分間を め，引き続き実施し
「朝学習の時間」に設定し，生徒の学力 ていきたい。
や課題にあわせた活動をさせることがで
きる。

②学部全体で，生徒の特性に配慮した支援
ができるよう，学期に１回以上情報交換
を行う。

【高等部】

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

活動計画 活動計画の実施状況 総 合 評 価 様々な資格などの目標設定 目標とする検定や資格
主体的・対話的で 希望する進路に沿った資格や検 ①生徒個々の進路目標に沿った，資格や検 評価指標の達成度 をして短期で成功するような の級や段階が上級にな
深い学びの実現に 定・模擬試験等に主体的に挑戦 定の情報等について，収集と生徒への提 ①生徒に応じた資格・検定の情報を，個別 （評定） モチベーションを上げるよう り，挑戦するのが難しく
向けた保育・授業 し，目標が達成できるよう指導 供を行う。 に案内したり，廊下に掲示したりして， な取り組みは自分たちだけで なってきている生徒もい



改善を行います。 する。 ②合格等に向けた指導（補講等）や課題の 生徒に適切に情報提供することができた。 A はできない。先生がいてでき るが，就職や進学につな
【⑨】 提供を行う。 ②合格等に向けて，資料提供や放課後の学 ること。それをどう生かして がる資格等を生徒に提示

③昨年度の自己記録を上回る級の検定や資 習を実施することができた。休み時間 いくのかと言うことが一番大 できるように努めたい。
格試験，模擬試験に挑戦するように勧め ごとに質問に来る積極生をみせる生徒も 事だと思う。
る。 いた。

③漢字，パソコン等の検定に７名が挑戦し， （所見）
昨年度の自己記録を５名が上回る事がで ほぼ全員の生徒が
きた。 資格・検定に挑戦

し，自己記録を上回
評価指標 ることができた。受
①生徒個々に適切な資格・検定等の情報を ・ 検級や段階が高くな
年間１回以上提供することができる。 りクリアしにくくな

②検定等の合格に必要な課題を各検定前２ ったり，新型コロナ
か月の間，１週間に１回以上提出させる 感染症の関係で，外
ことができる。 部での受検が難しく

なったりしている
が，継続して受検を
勧めていきたい。

【渉外安全課】

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

活動計画 活動計画の実施状況 総 合 評 価 今年度はコロナウイル
併置する徳島視覚 本校が防災避難施設としての役 ①両校教職員，幼児・児童生徒や地域の方 評価指標の達成度 スによる感染拡大を受け
支援学校や地域と 割を果たすために，災害避難時 が使いやすい防災学習室内の物品配置を ① 8 月 3 日に両校渉外・安全課員が本館４ （評定） て，地域の方との視覚聴
連携し，防災避難 に備えて，校内に備えてある物 する。 階の防災学習室の大掃除を行い，使いや 覚合同防災学習を開催す
施設としての役割 品とその保管場所の周知を図 ②災害避難時に備えて，屋上出入り口周辺 すいように配置換えをし，表示をした。 ることができなかったの
を充実させます。 る。 に備蓄物品・備蓄場所・備蓄場所までの また，地域の方が屋上避難した際，体育 Ａ は，非常に残念であった。

【⑦】 経路を明記する。 館２階倉庫に備蓄している水と食料（徳 しかし，災害はいつ何
③①②の確認作業を地域の防災代表の方と 島市より）を５ケースずつ仮保管するこ 時起こるとも分からず，
一緒に行う。 とにした。 地震・津波避難訓練を見

②１階中央玄関横の鍵保管庫の中に，本校 （所見） 直し，密にならない配慮
地図や屋上までの経路，防災学習室の写 地域の方に実際に や，各自が自分の頭で行
真をラミネートしたものを保管した。 自分の目で確認して 動する訓練を計画するこ

③ 12 月 23 日に八万地区自治会の防災担当 いただくことがで とができた。
評価指標 の方 6 名と，本校事務課長と渉外・安全 き，とても良かった。 今後は三密回避や新し
①誰でもが使いやすいように室内配置でき 課員で本校へ避難してきた際のシュミレ ただ，本校は寄宿舎 い生活様式にのっとった
る。 ーションを行った。本館 5 階屋上と 4 階 閉舎になる金曜夜か 防災学習を地域の方や両

②屋上出入り口周辺に明記してあることや 防災学習室，体育館アリーナ，倉庫，小 ら月曜朝までは無人 校の渉外安全課員を中心
防災学習室内をホームページにアップで 体育館，更衣室，多機能トイレ等の確認 になるため，初動は に進めて行けたらと考え
きる。 を行った。 地域の方主導になる ている。

③両校渉外・安全課員と地域の代表の方と ことを確認もするこ
の確認作業が１回できる。 とができた。8 月と

12 月の様子は本校
ホームページにアッ
プすることができ
た。



【研究・情報課】

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

活動計画 活動計画の実施状況 総 合 評 価 教科書や学校で学んだだけ 今後は，このアンケー

日本語で思考でき 幼児児童生徒の置かれている状 ①聞こえにくい状況で思考しながら話を聞 評価指標の達成度 では役にたたないと思う。難 トの「思考するためにど

る力を高めるため 況を把握し，思考力を高める授 くことの難しさを体験する。 ①耳栓とイヤマフを使い，１時間程度の聞 （評定） 聴体験をしなければいけない，うすればよいか」で出さ

に，教職員の指導 業をするために必要なことを検 こえにくさの体験を実施した。一人２回程 体験によって先生方がこうか れた内容を参考にして授

力を向上させま 討する。 ②体験したことを通して，幼児児童生徒が 度実施し，体験後には各学部や各グループ Ａ わるわけだから，難聴がどう 業や日常生活の指導に役

す。 思考力を高める授業をするためには，ど での話し合いを行った。体験後のアンケー いうものかと言う基本をわか 立てていきたい。そのた
【③】 のようなことが必要かを考える。 トには，すべての教職員から回答を得るこ っていないところがあるのか めに，内容を項目立てて

とができた。 （１００％） なと思う。まずそこを押さえ 一覧表を作り，その中か
③アンケート結果をまとめ，教員間の共有 てほしい。先生一人一人の質 ら対象幼児児童生徒に応
を図る。 ②十分に思考することができる環境作りや （所見） を向上していくためにはビデ じた方法をピックアップ

思考力を高めるための方法について，さ それぞれの教員 オ分析は非常に有用な方法だ して実践する。
まざまな案を得ることができた。 が，体験を通して聞 と思う。

（１００％） きながら思考するこ
評価指標 との難しさを感じ，
①難聴体験を一人２日程度実施し，難聴体 ③出た意見を回覧やイントラ掲載を通して，幼児児童生徒につい
験後のアンケートに，８０％以上の回答 教職員全体に周知することができた。 ての理解を深めるこ
を得る。 （１００％） とにつながった。聞

こえにくさが思考す
②体験後のアンケートで，８０％以上の教 ることに影響してい
員から思考力を高める方法について回答 ることがわかり，き
を得る。 ちんと伝わったり思

考力が高まったりす
③回覧やイントラ掲載を通して，９０％以 る方法について考え
上の教員がアンケート結果に目を通す。 ることができた。

【生徒活動課】

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

活動計画 活動計画の実施状況 総 合 評 価 ヤマモモに聴覚支援学校か 次年度の課題は，全校
幼稚部から高等部 全校を通して幼児・児童生徒が ①２学期以降に全校で合同給食タイムもし 評価指標の達成度 ら見学に来てくれる生徒がい の幼児・児童生徒がコロ
の縦のつながりを 縦の関わりを持ち，上級学部学 くは異学部間の交流給食タイムを実施す ①２学期後半に実施予定であったが，コロ （評定） ることを通所者の人たちはと ナの影響を受けることな
大切にした活動を 年は下級学部及び下級生へのい る。 ナ感染予防上各学部でも３密対策継続中 ても喜んでいる。仲間意識は く縦の関わりを持てる方
通して，他者とよ たわりや優しさの心を持ち，下 ②小学部６年生の部活体験を実施する。 で，残念ながら実施できなかった。 Ｂ 強く，応援したい意識は強い。 法を企画し，２年連続で
りよく関わる力を 級生は上級生との関わりの中で ②卓球部陸上部ともに１２月に実施。午後 実施できない状況は回避
育てます。 【②】 よりよい他者との関わり方が身 ４時より１時間程度６年生担任が立ち会 聴覚障害者は誤解が発生し するようにしたい。その

につくように全教職員が支援す い行った。 てのトラブルが多くある。手 ためには全員が集まらな
る。 小学部６年生児童数は２名。１名が部活 話を使えば通じるわけではな くても関わりの持てる方

体験に参加し，実施後のアンケートには （所見） い。コミュニケーションがう 法等を考えることが必要
楽しかった満足であった。部活動の内容 縦割り給食は全校 まくとれない人が多い。 であると思われる。
もよく分かったと記入していた。中学部 幼児・児童生徒が一 勘違いによるトラブルはとて
進学後の活動についても前向きな考えが 度に全員で活動する も多い。能力が高い人につい

評価指標 得られた。 計画は密になり，コ ても同じことが言える。学校
①全校幼児・児童生徒が関わりのもてる給 ロナが終息しなかっ 側でも，コミュニケーション



食タイムを年１回以上実施する。 たため実施できなか の基本的な部分，まわりの人
②実施後に児童生徒対象に事後アンケート った。 とうまくやっていけるような
を行う。幼児については担当学部教員ま 部活体験は６年生 子どもを育てるようにしてい
たは保護者に感想を聞く。結果について 児童の実施後の感想 ただけたら子どもたちの生活
は，各学部で共通理解し，次回への指標 も良く，次年度も継 がより豊かになっていけるの
とする。 続して実施したいと ではと思いました。

③２学期後期に小学部６年生児童に卓球部 考えている。
・陸上部それぞれ一日以上の部活体験を
実施し終了後にアンケートを行う。

【人権・キャリア教育課】

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

活動計画 活動計画の実施状況 総 合 評 価 生徒が『困っていない』と 新型コロナウイルスの
発達の段階に応 ①人権に関する研修会を通し ①人権に関する生徒対象講演会・映画会等 評価指標の達成度 言うアンケート結果が出てい 感染拡大を受けて，学校

じた勤労観を身に て，人権を尊重し，いじめを を開催する。（１２月） ①生徒対象映画会（12 月）を実施した。映 （評定） たが、情報が不足しているか と社会における合理的配
つけるため，日常 自分のこととしてとらえ，生 画会では「パディントン」を鑑賞し，見 らだと思うが危機感が少ない。慮について改めて検討を
生活や職業生活， 活を改善していける，幼児・ た目による差別の不合理さ，互いを認め 自分が置かれている状況の判 行いたい。マスク着用が
進路指導等を充実 児童生徒を育てる。 合うことの大切さについて考えることが Ａ 断が・・ 危険なことがわ 常態化し，対面での活動
させます。 できた。映画会のアンケートにおいて，100 かっているのにそこへ行って が減少する中，幼児児童

【⑤】 ②幼児・児童生徒の発達段階を ②社会科見学・職場体験（見学）・就業体 ％の生徒から満足という評価を得た。 しまう。自分の健康状態の把 生徒の体験できる機会を
ふまえたキャリア教育の推進 験などを実施し，職業観を育成する。 握とまわりへの影響の理解に 保障し，不安を軽減でき
をはかる。 （７月・１１月） ②保護者・職員対象の施設見学（かのん， （所見） ついて疑問に思うことがある。るように努めたい。

あぷろーち，いのちのさと）を８月に実 新型コロナウイル また新たに取り沙汰さ
施し，就労継続支援や就労移行支援の制 スの感染拡大を受 就職する際の採用担当者が れるようになったように
度について学んだ。また，中学部生徒３ け，中・高等部生徒 求める人材は，知識よりも意 なった個別の人権課題を

評価指標 名，高等部生徒４名が職場体験（就業体 に対して「コロナ禍 識の高い人。 自分が何をしよ 取り上げて，教職員の研
①人権に関する生徒対象講演会等を１回以 験）を実施し，社会に出てからのマナー で困ったこと」につ うとしているのか，どのよう 修とともに，幼児児童生
上実施し，アンケートにおいて80％以上 や職業観を身につけることができた。 いてのアンケートを にしていくことがよいことな 徒が学習できる機会を設
の満足度を得る。 行った。その結果を のか自分で考えてやっていけ けたい。

もとに，必要な合理 る人，学力よりもまわりとう
②生徒の実態に応じて社会科見学・職場体 的配慮について再検 まくやっていける人を採用し
験（見学）・就業体験などを年間１回以 討した。 たいと言う声が聞かれた。
上実施し，職業観を育成する。 また，生徒の職場

体験，就業体験の機
会を確保できるよう
に努め，希望する生
徒全員の体験を実施
することができた。

【サポート課】

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

活動計画 活動計画の実施状況 総 合 評 価 学校以外へのアプローチ。 通常の学級に在籍して
関係機関と連携を ①本校の幼児児童生徒への情報 ①感染症対策のため，マスクの着用や距離 評価指標の達成度 センター的役割として聴覚支 いる難聴児童生徒に対し
とりながら，聴覚 保障の充実を図る。 をとっての学習を行う環境の中で，情報 ① -1 毎学期の始業式・終業式において，手 （評定） 援学校へ通っていない子ども ての支援が行えるよう，



障がいに対する専 保障の充実を図る。 話通訳に加え，文字情報による情報保障 たちへの支援が必要。 総合教育センター等で行
門的な支援を行い， ① -1 行事で手話通訳だけでなく，文字情報 を行った。 難聴学級の先生のクオリティ われている研修でちらし
聴覚障がいや本校 支援を行う機会を増やす。 ① -2 毎学期始めに補聴援助システムの点検 A をあげてほしい。 軽い障害や を配る等，啓発活動を行
の理解啓発に努め ①-2補聴援助システムの整備を行う。 を行い，不具合があった場合にはすぐに 一側性難聴の子どもはたくさ いたい。また，難聴学級
ます。 ① -3 職朝イントラや職員会議等で幼児児童 対応することができた。また，補聴援助 んいるが，親子で孤立してい 担任者の研修内容を再検

【④】 生徒の情報保障についての理解啓発を システムが整備されていなかった個別指 ることはよくない，できるだ 討していきたい。
行う。 導の教室においては，デジタルワイヤレ （所見） け関わってほしい。 本年度は卒業生へ案内

②感染症予防のため，例年実施している夏 ス補聴援助システムが整備され，使用し （所見） を送っての補聴相談は行
②本校以外に在籍する幼児児童 季補聴相談や本校を会場にしての難聴学 ている。デジタルワイヤレス補聴援助シ ①行事で文字による 卒業生と縁が切れてしまう。わなかったが，今後は，
生徒に対して，在籍校や保護 級担担任者研修会（教育委員会主催）は ステムは，校外での学習にも有効活用し 情報保障を行った とくに県外へ行っていると全 人権・キャリア教育課と
者と連携をとりながら，聴覚 実施できない。その中で次のことを行う。 ている。 り，数種類の補聴援 くわからない。 連携しながら卒業生への
障がいに対する専門的な支援 ② -1 各家庭に郵送で個別の相談に対応でき ① -3 職朝イントラや職員会議等で幼児児童 助システムを活用す 困っていることもあるとおも 支援も行っていきたい。
を行い，聴覚障がいや本校に ることを連絡し，相談支援を行う。 生徒の情報保障についての理解啓発を行 ることで，改めて児 うためアプローチしてほしい。
対する理解啓発に努める。 ② -2 難聴学級担任を対象にした研修会及び った。内容は，難聴者のコミュニケーシ 童生徒の情報保障に

相談会を開催する。 ョンや心理，補聴援助システム等につい ついて検討すること
評価指標 てである。年度当初は月 2 回以上年間を ができた。
①-1始業式・終業式で手話通訳に加えて文 通して行う予定であったが，学期始めに ②新型コロナウイル
字情報支援ができる。 重点的に行うことで定着してきたため， スの感染拡大を受け

① -2 幼児児童生徒全員が補聴援助システム 年度末にはほとんど行わなかった。 て，地域のセンター
の活用ができるよう，個々の補聴器や教 として毎年行ってき
室の補聴援助システムの点検を毎学期行 ②-1 48 人に連絡をし，希望のあった 23 人 た夏季補聴相談等実
う。不具合がある場合にはすぐに対応す 全員に対し，来校または巡回相談を行っ 施できなかったが，
る。 た。 郵送や電話等で地域

① -3 月に２回以上，職朝イントラネットや ② -2 県内の小中学校の特別支援学級（難 の難聴児や保護者，
職員会議等で情報提供を行う。 聴）の担任を対象とした研修会を２回実 担任とつながること

施した。内容は，校医の島田亜紀先生の ができ，必要な相談
②-1来校や巡回相談の希望がある場合は日 講演と情報交換である。 を行うことができ
程を調整し，希望者全員に支援を行う。 た。

② -2 研修会及び相談会を，年間１回以上行
う。

【寄宿舎】

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

活動計画 活動計画の実施状況 総 合 評 価 ・日頃の衛生指導の中で
寄宿舎生活を通し ①寄宿舎生活を通して，舎生の ①健康で安全に生活する力の向上を目指し 評価指標の達成度 も，講習で学んだことに
て得られた生徒の 生活スキルの向上を図る。 た活動を推進する。 ①舎生を対象に各学期に１回，全３回の感 （評定） 触れ，舎生の感染症予防
成長を保護者と共 染症予防に関する講習を実施した。動画の 意識が向上してきてい
有し，連携を深め ②保護者との情報共有を進め， ②保護者に向けて，寄宿舎生活の情報発信 視聴後，ワークシートを用いて，基本的生 Ａ る。舎生の実態に合わせ
ます 連携を深める。 を行い，連携を図る。 活習慣を振り返る機会を設けた。 て，必要があれば，今後

【⑥】 もこのような場を設けて
②寄宿舎だよりやHPを通じて，年１９回の いきたい。
情報発信を行った。 ・保護者との情報共有

（所見） は，今後もＨＰや連絡帳，
・動画やワークシー 直接のやりとりを通じ
トの活用により，手 て，連携を継続する。
洗い，消毒，うがい ・次年度は，更に保護者

評価指標 等を自主的に行うこ 以外の方々にも，寄宿舎
①舎生対象の感染症予防に関する講習を学 とができるようにな の情報を発信し，魅力あ

期に１回以上行う。 った。また，生活習 る寄宿舎作りに努めてい
慣を振り返ったこと きたい。

②寄宿舎だよりの発行やHPの更新を合わせ により，自らの課題
て年１２回以上行う。 に気づくことがで



き，意識の向上につ
ながった。
・寄宿舎送迎時や家
庭との連絡帳を利用
して，HP更新の連絡
を行い，保護者との
情報共有を図ること
により，連携を深め
ることができた。

「評定」の基準 A：十分達成できた B：概ね達成できた C：達成できなかった


